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１．概要（Summary） 
 直径 10 µm のディスク状白金または金電極を電極間隔

100 µmにて 8チャンネル×4 チャンネルまたは 16 チャン

ネル×16 チャンネルの格子状に配列した微小電極アレイ

構造体を作製し、その電気化学特性を検証する。各チャ

ンネルの電極が微小電極特性を示すこと、また独立して

電気化学分極可能とし、総合的な電気化学挙動が 2次元

のアンペロメトリックセンサーとして機能するよう電極設計

を検討することを目的とする。なお、使用環境は、中性か

ら酸性の水溶液腐食環境を想定している。 

 
２．実験（Experimental） 
 微小電極パターンの配線部をＣｕめっきし、電極表面層

には Pt や Au スパッタ膜で作製し、絶縁層の検討を行っ

た。この際のフォトリソ用Ｃｒ／ガラスマスクのパターン形成

はレーザー描画装置を用いた。作製した微小電極パター

ンの電極特性評価は、K4[Fe(CN)6]と K3[Fe(CN)6]を含

むKNO3水溶液中、サイクリックボルタンメトリー（CV）によ

り行った。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 昨年度に引き続き、8 チャンネル×4 チャンネル微小電

極の電気化学特性評価を CV により行った。一部チャン

ネルの CV 曲線はヒステリシスの少ないシグモイド型の軌

跡を示したが、繰り返した際の安定性にやや難があり、ま

た、全チャンネルで共通の軌跡を示すアレイ構造体の作

製には至らなかった。これらの不具合は、パターン部を覆

う絶縁体の性能によるものであると示唆されたが、改善に

はアレイ作製に用いる装置の精度や歩留まりの向上が必

要とのことであった。 

 上述の問題を克服するため、16 チャンネル×16 チャン

ネル微小電極アレイの作製に着手した。Fig. １に作製し

た微小電極アレイの一部を示す。光学顕微鏡で観察され

る精度での外見上の欠陥は確認されない。本微小電極ア

レイの電気化学特性評価は未遂行である。 

 

 
Fig. 1  Photograph of 16x16 channel multielectrode 
array. 
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